
し合わせることで自分の健康状

態を日々確認することが簡単に

できるようになります。これに

より症状の悪化傾向を早期に察

知することで、未然に症状の悪

化を防ぎ、回避することにつな

がります。これまで発行されて

きた第 1 版から現場の意見を

フィードバックし改良された第 2

版が発行予定です。

垣根を越えての連携
　前身である任意団体「和歌山心不全地域連携の会」としてシ

ステムを構築し、医療・福祉・介護に携わる多くの専門職と協

力し、顔の見える関係を合言葉に、施設の垣根を越えて連携し

てきました。

　現在は和歌山市内での運用がほとんどですが、将来的には各

地域の専門機関とも連携し、和歌山県下全域での運用を目指し

て、医療・福祉・介護従事者を対象とした年 2 回の講演会

「Wakayama HF ALERT」や、開業医・訪問看護師・ケアマネー

ジャーなど専門家対象

別に開催してきた小規

模勉強会などで「心不

全アラート」の普及を

図って活動中です。 

　心不全患者さんとそ

のご家族、そして現場

で働く専門職の皆さん

の未来を支える活動に

これからの期待が高ま

ります。

高齢化社会で急増する心不全
　この団体は、地域共通のツールを用いることで、医療・介護

従事者の多職種連携を可能とする仕組みを構築し、心不全療養

の質向上及び連携促進を目指しています。

　高齢化社会の進行にともない心不全患者の数は増加傾向にあ

り、感染症患者の爆発的な広がりになぞらえて「心不全パンデ

ミック」と呼ばれる時代になりつつあります。

　心不全の病状悪化を避けるには入院中の治療、退院後の生活

習慣の改善や規則正しい薬の服用、日々の血圧・脈拍・体重の

測定、さらには自身の症状をチェックすることが不可欠となっ

ています。ですが、そもそも心不全の悪化判定は難しい部分も

あり、臨時受診に行くべきか個人で判断がしにくい、療養指導

のパンフレットが地域で統一されていない、医療スタッフによ

る療養指導の質に差があるなどの課題があります。

　そういった事態を解決するため、NPO 法人和歌山心不全ア

ラートでは「心不全アラート」と「和歌山心不全手帳」の普及

に努め、心不全医療体制の改良を目指しています。

「心不全アラート」と「和歌山心不全手帳」
　「心不全アラート」はどういった症状が出たときが救急要請

や臨時受診のタイミングであるかの目安を示す基準・指標です。

この基準に従った対応を提案することで、患者さんと医療機関

の双方向でスムーズな対応を取りやすくなることが期待できま

す。

　「和歌山心不全手帳」は、心不全の患者さんに体調や服薬状

況を自身で記録してもらい、「心不全アラート」の基準と照ら

★ 日程は都合により変更になることがありますので必ずご予約ください。
★ 上記とは別に、オンラインによるご相談、概ね 5名以上のグループを対象とした県内出張NPO相談も実施しています。

■ シンポジウム「すし文化で知る紀州の豊かさ」
　昨年度開催を中止した「すし文化」に関するシンポジウムを
改めて開催します。豊かな紀州の食文化を NPO 等のみなさん
とともに学びながら、食文化の現在と未来を考えます。
【日　時】1月 26 日（日）13:30 ～ 16:30
【場　所】和歌山ビッグ愛 9 階会議室 C・ZOOMオンライン 
【登壇者】日比野 光敏さん（静岡県・清水すしミュージアム名
　　　　  誉館長）、岩崎 典明さん（和歌山市・弥助寿司）、栗
　　　　  林照代さん（橋本市生活研究グループ連絡協議会会
　　　　  長）、雑賀 俊光さん（九重雑賀社長）、鈴木 裕範さん（和
　　　　  歌山大学客員教授）、藤本 美由紀さ
　　　　  ん（紀の川市・じゅげむ）
【参加費】無料
【申込み】右のQRコードからお願いします。

■ こども食堂開設支援講座
　「こども食堂」ってどんなところか知りたい、何から準備し
たら良いか知りたい、など、こども食堂を始めたい方に、必要
な情報をお届けします。
◆紀北会場
　【日　時】2月 4日（火）13:30 ～ 15:30
　【場　所】和歌山ビッグ愛 9 階会議室 A
◆紀南会場
　【日　時】2月 5日（水）13:30 ～ 15:30
　【場　所】田辺市民総合センター 4階交流ホール
◆内容（両会場共通）
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和歌山県環境生活部 生活局 県民生活課（和歌山県庁本館 2F）
TEL：073-441-2053　　FAX：073-433-1771
メール：e0313002@pref.wakayama.lg.jp
URL：https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/031300/npo/
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和歌山県NPOサポートセンター （県民交流プラザ和歌山ビッグ愛9F）
TEL：073-435-5424　　FAX：073-435-5425
メール：info@wakayama-npo.jp　URL：https://www.wakayama-npo.jp/
受付時間：火曜日～土曜日　9:00 ～ 20:50　日曜日　9:00 ～ 17:30
休館日：月曜日・祝祭日・年末年始（12/29 ～ 1/3）
【指定管理者：認定特定非営利活動法人わかやまNPOセンター】
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TA K E  F R E E橋本市市民活動サポートセンター
■相談日：原則毎月第 2水曜日の 10 時～ 16 時
■場　所：橋本市保健福祉センター 2F
■相談予約電話番号：0736-33-0088　FAX：0736-33-0095
■対　象：原則として橋本市内に拠点を置き活動中、または活
　　　　　動しようとする団体

田辺市市民活動センター
■相談日：原則毎月第 2金曜日の 10 時半～ 16 時
■場　所：田辺市民総合センター 1F
■相談予約電話番号：0739-26-9833（FAX 同番号）
■対　象：田辺市を中心とした紀南エリアで活動中、または活 
　　　　　動しようとする団体

田辺市・橋本市での NPO 出張相談

和歌山県 NPO サポートセンターからのお知らせ

特定非営利活動法人 和歌山心不全アラート
URL　https://wakayama-hf.org/

　和歌山県NPOサポートセンターでは以下の 2カ所で毎月 1回、NPO出張相談会を開いています。NPO法人設立・運営・役員変更・
定款変更・認定 NPO 法人等に関する様々なご相談を受け付けています。ご利用は無料ですが、事前に各センターへ団体名・相談内
容等をお知らせいただき、予約をお願いします。なお、1件あたりの相談時間は原則として 1時間以内です。

　・こども食堂ってこんなところ（解説）
　・こども食堂事例紹介
　・こども食堂を始めるのに必要な準備講座
　・個別相談（希望者、15:30 以降順次対応）
【参加費】無料
【共　催】和歌山県こども食堂応援ネットワーク、認定 NPO 法
　　　　  人全国こども食堂支援センターむすびえ、和歌山県
　　　　  NPO サポートセンター
【申込み】右上のQRコードからお願いします。

■ NPO 事務局セミナー・事務力検定 2025
　NPO 法人の運営に関する知識を幅広く習得することができる
「NPO 事務局セミナー」と、学んだ知識をもとに腕試しができ
る「NPO 事務力検定」。今年度も各地の NPO 支援機関と連携し
て開催します。
【日　程】2 月 7 日（金）・2 月 9 日（日）各 10:00 ～ 17:30
【場　所】和歌山ビッグ愛 9 階会議室 C
【対　象】和歌山県内の NPO 法人、NPO 法人設立を目指してい
　　　　  る方など
【講　師】志場 久起（和歌山県 NPO サポートセンター長）ほか
　　　　  全国 NPO 事務支援カンファレンス認定講師
【参加費】NPO 事務局セミナーのみの方は 
　　　　  資料代 1,000 円
　  　　　事務局検定も受講される方は別途
　　　　  検定料 1,000 円
【申込み】右のQRコードからお願いします。

田　辺　市 橋　本　市

表紙：NPO法人わかやま心不全アラート

p.1  ：特集　会費・寄付を考える　

p.2  ：新規設立NPO法人、助成金＆公募情報・イベント情報

p.3  ：和歌山県NPOサポートセンターからのお知らせ

「心不全アラート」における基準「心不全アラート」における基準

「和歌山心不全手帳」
表紙には「きいちゃん」が。
「和歌山心不全手帳」
表紙には「きいちゃん」が。

第 8回 Wakayama HF ALERT の様子第 8回 Wakayama HF ALERT の様子

体重 労作時の
息切れ
息苦しさ

安静時の
息切れ
息苦しさ

受診時の指示体重
（○kg 以上、○kg 以下）
1 週間で 2kg 増加

倦怠感

かかりつけ医に連絡
直近の受診可能日に予約変更

急性期病院
救急外来に電話連絡

活気がない
活動量が下がる
食欲低下

▼ ▼ ▼ ▼



助成金 & 公募情報
2025 年度 地域コミュニティ支援補助金
【対象事業】　① 福祉活動、② 子育て支援活動、③ 食育活動、④  
　　　　　　環境活動、⑤ その他社会貢献活動
【対象団体】　和歌山県内で活動している、ボランティアグルー
　　　　　　プや市民団体、NPO法人等
【助成金額】　1団体あたり 10 万円以内
【締め切り】　1 月 15 日（水）必着
【主　　催】　わかやま市民生活協同組合
【備　　考】　詳しくはウェブサイトをご覧ください。
　　　　　　https://www.wakayama.coop/torikumi/local_community/

近畿ろうきんNPOアワード
【対象事業】　子どもの成長を応援する事業、子育て環境を整え
　　　　　　る事業
【対象団体】　近畿 2 府 4 県に主たる事務所を置き、非営利の市
　　　　　　民活動・ボランティア活動を行う NPO 法人、一
　　　　　　般社団法人（非営利型）、法人格のない任意団体
【助成金額】　1件あたり 10 万円または 50 万円
【締め切り】　1 月 31 日（金）必着
【主　　催】　近畿労働金庫
【備　　考】　詳しくはウェブサイトをご覧ください。
　　　　　　https://www.rokin.or.jp/npo/npo_award/

第 24回わかやま環境賞
【対象団体】　和歌山県内に活動の拠点を有し、優れた環境保全
　　　　　　活動を行っている個人又は団体
　　　　　　＜対象となる活動＞
　　　　　　①自然環境の保全及び自然とのふれあいに関する
　　　　　　活動、② 野生生物の保護に関する活動、③ 清掃及
　　　　　　び緑化など地域環境の美化に関する活動、④ リサ
　　　　　　イクル運動などのごみの減量化に関する活動、⑤ 
　　　　　　大気、水、土壌などの公害対策に関する活動、⑥
　　　　　　 環境保全の普及・啓発に関する活動、⑦ 環境教育・
　　　　　　環境学習に係る活動、⑧ 環境関係の研究・技術開
　　　　　　発活動、⑨ 環境にやさしい製品の開発、工夫及び
　　　　　　アイデアの創出を行うもの、⑩ 省資源・省エネル
　　　　　　ギーや新エネルギーなど地球温暖化の防止等に係
　　　　　　る活動、⑪ 国際協力を通じた地球環境保全に関す
　　　　　　る活動
【表彰内容】　審査のうえ、優秀な取り組みに対して、わかやま
　　　　　　環境大賞、わかやま環境賞、特別賞を授与します。
【締め切り】　2 月 28 日（金）必着
【主　　催】　和歌山県庁脱炭素政策課
【備　　考】　詳しくはウェブサイトをご覧ください。
　　https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/032000/award/d00202786.html

イベント情報
つながりサポーター養成講座
　現代社会は、単身世帯の増加や働き方の多様化などにより、
家族や地域、会社などとのつながりが薄くなり、誰もが孤独・
孤立状態に陥りやすい状況になっています。「誰もが困ったと
きに気軽に声を上げられる・かけられる社会」を目指し、市民
一人ひとりが取り組みを進めることが求められています。
　この取り組みの推進に向けて内閣府孤独・孤立対策推進室で
は、孤独・孤立に関する知識を学び、みなさんで孤独・孤立に
ついて考える「つながりサポーター養成講座」を全国各地で開
催していますが、今年度は和歌山市での開催が決まりました。
　興味関心のある方であればどなたでも参加いただけます。ぜ
ひ、ご参加ください。
【日　時】1 月 31 日（金）14:00 ～ 16:00
【場　所】和歌山ビッグ愛 9 階会議室 C・ZOOMオンライン
【講　師】清水 達也さん（一般社団法人 日本産業カウンセラー
　　　　  協会）
【参加費】無料
【主　催】株式会社 Ridilover（事業受託者）
【申込み】右のQRコードから可能です。

【各種情報はメールマガジンでも配信中！】
　和歌山県 NPO サポートセンターに届くイベ
ント情報や助成金情報等を毎月 1 日・15 日（休
館日等と重なる場合は翌開館日）に発行してい
るメールマガジンは こちらの QR コードから配信登録ができま
す。または info＠wakayama-npo.jp へ配信を希望するメールア
ドレスをお知らせください。
　みなさんからのイベント情報もお待ちしています。和歌山県
NPO サポートセンターまでお知らせください。メールでチラシ
等の電子データをお送りいただきましたら、そのまま情報ブロ
グに掲載させていただくことができます。ぜひご活用ください。

【NPO データベース登録団体募集中！】
　和歌山県 NPO サポートセンターでは、和歌山県内で活動す
る NPO・ボランティア団体のデータベースを運用しています。
団体名や活動紹介のほか、所在地や活動分野、
取り組む SDGs の目標、ボランティア募集・寄
附金募集などで絞込検索が可能。掲載いただき
ますと、団体情報がインターネット検索で調べ
られやすくなります。ぜひご登録ください。
　データベースの閲覧は右上の QR コードから。
データベースへの新規登録もしくは掲載情報の
修正は右下の QR コードから登録フォームをご
利用ください。

　「NPO 法人会計基準」では NPO 法人の経常収益を①受取会費、②受取寄付金、③受取助成金等（受取補助金・受取助成金）、④事業

収益、⑤その他収益に分類（*）しており、これは法人格を持たない団体も同じ基準を採用可能です。このうち、団体にとって最も基

本的な収益は会員からの受取会費と、支援者からの受取寄付金と考えられます。この受取会費や受取寄付金について考えます。

会費・寄付を考える

会費・寄付とも最近は増加傾向　
　下の表は「内閣府NPO ホームページ」で公開されている、
和歌山県が認証している NPO 法人の活動計算書から、受
取会費の額、受取寄付金の額を抜粋・集計し、合計した
額の推移です。
　2021 年調査で受取会費、受取寄付金とも前年より大き
く額が減っているのは、新型コロナウイルス感染症の影
響で活動が大きく制限されたことが影響しているとみら
れます。その後、徐々に回復しており、直近ではコロナ
禍前の水準を上回る額に増加しています。ここ最近、会
員として、また寄付などの形で NPO 法人を支えようとい
う動きが全県的に広がっていることがうかがえます。

　和歌山県内のNPO法人の受取会費総額の推移
　　2024 年　126,151,566 円（2023 年度報告書）
　　2023 年　114,111,898 円（2022 年度報告書）
　　2022 年　100,295,351 円（2021 年度報告書）
　　2021 年　  99,259,002 円（2020 年度報告書）
　　2020 年　122,200,945 円（2019 年度報告書）
　和歌山県内のNPO法人の受取寄付金総額の推移
　　2024 年　252,968,826 円（2023 年度報告書）
　　2023 年　257,310,526 円（2022 年度報告書）
　　2022 年　130,234,604 円（2021 年度報告書）
　　2021 年　131,796,631 円（2020 年度報告書）
　　2020 年　181,142,902 円（2019 年度報告書）

◆ いずれも毎年 8 月下旬時点で公開されている直近事業年度の計算書を
集計しています。事情により、2 年以上前の書類が含まれることがある
ため、経年による変化は参考程度とお考え下さい。

会費と寄付の性格の違い
　NPO 法人は総会で議決権を持つ「正会員」、総会で議決
権は持たないものの法人運営を資金的に支援する「賛助
会員」などの会員制度を持ちます。
　このうち正会員の会費は、総会の議決権が会費の対価
と考えられています。一方、賛助会員の会費は対価性は
低いとされます（ただし、会員であることで参加費が割
り引かれるなどのような金銭的なメリットがあれば対価
性があると考えられています）。これら会費の額は法人が
定款に基づく手続きで決定しており、会員は設定された
額を支払うことになっています。なかには「1 口いくら」
という設定で任意の口数分の会費を入金することができ
るようにしている団体もあり、この場合は正会員会費で
も 2口目以降は寄付に近いと考えることもできます。

特集

　これに対して寄付金は、団体側が寄付の依頼や呼びか
けをするケースはありますし、目安として 1 口あたりの
金額を設定したりすることはありますが、基本的には「自
発的に」「自分の希望する金額」を寄付として入金するこ
とを前提としています。
　クラウドファンディングのように寄付の見返りに返礼
品が設定されていることがありますが、返礼品は寄付の
対価とみなされることが多いため、認定 NPO 法人をめざ
す場合は取り扱いに注意が必要です。

取り扱いに注意が必要なケースも
　NPO・ボランティア団体のなかには、事業を手伝った
方に謝金もしくは日当などを支給しつつ「今後の団体の
円滑な運営のために、（全額・一部に関わらず）そのお金
を団体に寄付してほしい」と依頼されるケースがみられ
ます。これ自体は悪いことではありませんが、①源泉徴収
が発生する謝金等の支払いの場合は事前に源泉徴収をお
こなう、②自発的に寄付がおこなわれることを前提とした
資金のやりとりをおこなう、③寄付として受け取った場合
は領収書など受領の証拠となる書類を発行する、など適
切な取り扱いが必要です。
　寄付や社会的投資が進む社会の実現を目指した活動を
展開している認定 NPO 法人日本ファンドレイジング協会
では「寄付者の権利宣言」を発表しています。こちらも
参考になさってください。

「寄付者の権利宣言 2010」
（出典：日本ファンドレイジング協会）

1. 寄付者は、寄付に際して、寄付先、寄付目的、寄付金額、
寄付物品を自身の意思で決めることができます。

2. 寄付者は、寄付金や寄付物品の使途目的をあらかじめ
知ることができます。

3. 寄付者は、寄付先の組織、事業内容、財務情報につい
て知ることができます。

4. 寄付者は、寄付金や寄付物品が実際にどのように活用
されたかを知ることができます。

5. 寄付者は、寄付先に、自身の個人情報の保護を求める
ことができます。

上記 5項目を含む全文はこちらからご覧いただけます。
　https://jfra.jp/pdf/sengen.pdf

新規設立 NPO 法人 
◎NPO法人和歌山生活支援の会HoPe.Tas（和歌山市）
　2024 年 10 月 25 日認証　代表者　赤峯　七　　
 　地域振興、福祉の増進等に関する事業をおこないます。

◎NPO法人きしがわキッズ（紀の川市）
　2024 年 12 月 6日認証　代表者　大原有加　
 　子育て支援、スポーツの機会提供などをおこないます。

このコーナーでは、前号発行以降に NPO 法人の新規設立認証を
受けたNPO法人をご紹介しています。

（*）https://www.npokaikeikijun.jp/about_npocas_top/about_npocas/commentary/c1/


